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外務省・日本 NGO 連携無償資金協力事業 

ホスピタリティ・介護 職業訓練所完成 

認定／特定非営利活動法人 国際協力 NGO・IV-JAPAN  Newsletter  2019.11.30 発行 

11 月 1 日、首都ビエンチャンから北へ 20 キロ離れたナーサイトン郡にてホスピタリティ·介護

職業訓練のための校舎が完成しました！ 

本事業は、IV-JAPAN にとっては初めての分野であり、ここまでくるには随分と苦労がありまし

た。特にこの校舎建設はさまざまな困難にぶつかりました。建設期間が雨季に重なったために近

くの小川や田が氾濫し、校舎の敷地内にも魚が泳ぐほど水浸しになり、工事の人たちは大変苦労

していました。また、電気と水道施設の設置が遅れ、最後まで心配でした。すでに近くの仮校舎

でトレーナー養成のため 8 月 16 日から初級課程であるホスピタリティ講座の授業は始まってい

ましたが、この新校舎で 11 月 14 日から中級課程である介護講座を始めることができ、スタッフ

一同がホッとしております。 

11 月 8 日に終了したトレーナー養成のためのホスピタリティ講座では、ビエンチャン市内にあ

る国際的なホテルチェーンであるサマーセットホテル、日系のクリーニング店である KOTOBUKI ク

リーニングにて、日本人とラオス人のスタッフからハウスキーピング、レストランサービスなど

の指導をしていただきました。 

次に始まる介護講座では、人の命を預かることになり、今まで以上にしっかりと学んでゆくこ

とになります。この講座では、食事、入浴、歩行の介助、車いす利用者や片麻痺などの高齢者の移

動のお手伝い、応急処置などを学びます。ホスピタリティ講座で身につけた技術をつかい、家事

をこなし、今後は、介護を学ぶことで、ラオスで増えつつある海外からの高齢者の旅行者をター

ゲットにしたホテル、家事代行業、ケアホームなどでの就業を目指します。ラオス人の穏やかさ

にプラスアルファの技術があればきっと素晴らしい人材になると思います。スタッフ一同がんば

りますので皆様のご支援をぜひお願いいたします。 
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〈訓練実施期間〉 

第 1期生 2020 年 3 月 2 日～8月末   第 2期生 2020 年 9月 1 日～2 月末 

第 3期生 2021 年 3 月 2 日～8月末   第 4期生 2021 年 9月 1 日～2 月末 
 

ペットノイ サモンティ氏 

マイチャン ボウアボンカム氏 

スリ二アム プタヨット介護専門家 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 

はじめまして、私の名前はマイチャン ボウ

アボンカムです。(左の写真赤い服) 

ナーサイトンで生まれ育ち、地元の中学で英

語を教えていました。最初、トレーナーにな

らないかと誘われてびっくりしました。なぜ

なら聞いたことがない教科を教えることにな

るからです。最初はとまどっていましたが今

はだいぶ慣れました。ホテルでの実習は驚き

の連続です。卵を使って 8 種類もの料理を習

ったのですが、見たこともない卵料理がある

ので驚きました。さっそく子どもに食べさせ

てみたら喜んでいました。できたばかりの校

舎で仕事ができるのはうれしいです。最初は、

昔の学校での仕事が懐かしくなりましたが、

今では新しいことを学べるので毎日が新鮮で

す。ケア講座で身体の仕組みを習ったのです

が、お年寄りの身体の特徴などがわかり、興

味深いです。わたしたちの祖父母にも試して

みようと思います。 

これから大変だと思いますが、なんとか頑張

って来年は 20 人を教える先生になりたいで

す。 

こんにちは、わたしの名前はペットノイ サ

モンティです。(上の写真青い服) 

トレーナーとしてこの事業に加わることにな

りました。 

私もかつては IV-Japan で理・美容を学んでい

ました。今回は、教える立場として皆さんと

働くことになりました。ビエンチャン市内の

職業訓練校で理・美容を教えていたのですが、

故郷のナーサイトンに帰ることになってとて

もうれしいです。 

今トレーナー研修を受けているのですが、今

まで学んできた理・美容と異なる分野なので

ちょっと緊張しています。ホスピタリティ講

座では、はじめて大きなホテルに入ったので

びっくりしています。ホテルのハウスキーピ

ングは「家の掃除」とはずいぶんと違うと感

じました。ラオスでは掃除の仕事でもらえる

給料はわずかですが、教えてくれたサマーセ

ットホテルのスタッフの人たちは丁寧に掃除

をするから、良い給料がもらえるのだとわか

りました。始まったばかりのケア講座は本当

に難しいです。でも高齢者の人の助けになる

ので誇らしいです。 
 

こんにちは、わたしの名前はスリニアム プタヨットです(上の写真緑の服)。介護課程でインス

トラクターをしています。あだ名はノイです。わたしはラオスのお隣の国タイのチェンマイ県の

大学病院で長年看護師をしていました。師長などをやりましたが、人材教育にも関わったので教

えることが大好きです。だから定年退職してからは、人に役立つことをやりたいとずっと思って

いたので皆さんと仕事ができてうれしいです。私は、日本でも研修を受けたことがあるのでそこ

で学んだこともラオス人の皆さんに教えたいですね。ちなみに教科書は日本の介護の教科書をタ

イ語訳にしたものを使います。介護技術も教えたいですが、それだけでない、ケアをする仕事の

姿勢のようなものも伝えたいです。お金だけではとてもできない仕事なので、実はそこがいちば

ん大切なのかもしれませんね。 
 

ホスピタリティ・介護トレーナー紹介 
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主任トレーナー研修報告！！  

 木工プロジェクトでは、6 月 24 日から 8 月 30 日までの間、地方の職業教育校の木工の先生方に首

都ビエンチャンにある職業教育開発機関（VEDI）に来てもらい木工のトレーニング（主任トレーナー

研修）を実施しました。IV-NEWS36 号では、7 月 20 日までの様子を紹介しましたので、本号はそれ以

降のトレーニング内容を紹介します。 

トレーニングの中心となる家具製作では、カフェテーブル、キャビネット、ラウンジチェアの 3 種

類の家具を製作しました。キャビネットは、複雑なほぞと組手を駆使したデザインで挑戦的な内容で

した。全員が木工インストラクターの作った３D デザインを確認しながら、熱心に取り組んだことで

品質の高い家具を作ることができました。ラウンジチェアの背の部分には、曲げ木を使いました。真

っ直ぐだった木が、熱と水分を加えることで大きく曲がることに皆がとても驚いていました。 

短期専門家として元東京大学教授の信田聡先生に来ていただき木材乾燥理論を教えていただきまし

た。木片を 100 度で乾燥させ、その割れ目などから木材乾燥スケジュールを立てる方法を学びました。

また、木材乾燥するときの桟積みの方法も学び、自分たちで作った木材乾燥スケジュールに沿って木

材乾燥を行いました。 

この他にも、ラオス家具協会の方にラオスの家具業界についての講義をしていただいたり、JICA ラ

オス事務所に関わっている家具工場へのスタディツアーを実施していただいたりと、充実したプログ

ラムの 10週間のトレーニングとなりました！！ 

   
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

JICA 木工 ラオス職業教育校のトレーナーの技能向上プロジェクト 

 

手工具だけで椅子を作っています！ 

木工インストラクターと木工トレーナー

が協力して、VEDI の木工専攻の学生に、椅

子製作を通して、手工具の使い方を指導して

います。10 月から 12 月まで木工教室の屋根

の改修工事が行われているため、教室内の木

工機械が使えません。そこで、屋外で、のこ

ぎりやかんなといった手工具だけを使って

椅子製作をすることにしました。ラオスの暑

い気候の中、カンナがけで汗だくになりなが

ら、角材の直角の部分を作りながら、手工具

の基本的な使い方を学生は学んでいます。手

工具だけによる家具作りは、学生にとって貴

重な経験となりました。 

 
 

職業教育校のモニタリング開始しました 

11月から主任トレーナー研修のモニタリ

ングを開始しました。最初に、ラオス南部

のアッタプー県とセコン県の職業教育校を

訪問しました。アッタプー県のジョム先生

は、日本流のくさびを使ったほぞとほぞ穴

の作り方をとても上手な図を書きながら学

生に説明していました。セコン県のコンカ

ム先生は、主任トレーナー研修で作ったカ

フェテーブルを CAD の図面に起こし、それ

から原寸大の図面を学生と一緒に描き、部

材の切り出しを行っていました。二人とも

主任トレーナー研修で学んだことを学生に

教えてくれています。            

 

曲げ木を使ったラウンジチェア制作 木材乾燥室の前で 

ベッド横用のキャビネット制作 
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学校建設、訓練所建設記録  

 

多くのドナーの皆様にご協力頂き、これまでにラオス国内に 30 の教育施設を建設すること
ができました。 
 

首都ビエンチャン（１３） 

1994 年 パワー小学校 

2000 年 シーダムドゥアン小学校 

2000 年 パワー小学校・図書館 

2000 年 ビエンチャン都 職業訓練所 

2004 年 タソモ小学校 

2005 年 チャンパ―小学校 

2006 年 ノンドン小学校 

2008 年 ビエンチャン都  

職業訓練所生徒寮 

2010 年 パクサップマイ小学校 

2011 年 ナーサイトン職業訓練所 

2012 年 ミズキ職業訓練上級コース、 

     IV-JAPAN ラオス事務所 

2014 年 学校制度外教育開発センター、 

     木工職業訓練センター 

2017 年 ビエンチャン都  

タソモ小学校（増設） 

サワナケート県（１） 

2011 年 タートインハン小学校 

チャンパサック県（１） 

2009 年 ノンビエン小学校 

シェンクワン県（９） 

1996 年 ムアンカム職業訓練所・生徒寮 

1997 年 ノンヘッド職業訓練所・生徒寮 

2003 年 ナーパー小学校 

2006 年 ナーパー小学校・図書館 

2012 年 ナムトム小学校（修繕） 

2013 年 ナムトム小学校（増設） 

2014 年 ユウコシェンクワン県職業訓練所 

2015 年 ナディシダ幼稚園 

2016 年 タムスア小学校（増設） 

ボリカムサイ県（１） 

2013 年 パカディン郡職業訓練所 

カムアン県（３） 

2007 年 ニャンカオ小学校 

2008 年 新ポシタ小学校 

2008 年 旧ポシタ小学校（改装） 

 

ポンサーリー県 

ボーケオ県 

ルアン 

ナムター県 

ウドムサイ県 

サ 

イ 

ニ 

ャ 

ブ 

リ 

県 

ルアン 

パバーン県 

フアパン県 

シェンクワン県 

ビエンチャン県 

首都ビエンチャン 

サイソムブーン県 

ボリカムサイ県 

カムアン県 

サワナケート県 

サラワン県 

セコン県 

アッタプー県 

チャンパサック県 

ビエンチャン県（１） 

1999 年 ビエンカム小学校 

 

サイニャブリ県（１） 

2001 年 ヤイ小学校 
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 授与先 

年度 
タイ ラオス 

 授与先 

年度 
タイ ラオス 

 授与先 

年度 
タイ ラオス 

1990 81 0 2000 200 200 2010 40 128 
1991 242 0 2001 120 200 2011 40 98 
1992 566 0 2002 120 140 2012 35 115 
1993 664 0 2003 120 124 2013 40 110 
1994 606 0 2004 60 160 2014 40 107 
1995 434 40 2005 46 156 2015 40 103 
1996 401 100 2006 30 167 2016 40 92 
1997 416 100 2007 40 156 2017 40 80 
1998 200 291 2008 40 159 2018 40 78 

1999 200 200 2009 40 147 合計 4,981 3,251 

      総合計 8,232 名 

奨学金制度について 

―カノック奨学金― 

 当会は 1990 年にタイ農村の子どもたちの自立を願って奨学金を送る活動を始めました。受刑者の

子弟や、経済的に恵まれない子どもたち、若者たちを応援してきました。そして 1994 年からはアジ

アの最貧国と言われたラオスへも活動を広げ、主に職業訓練校の訓練生や地方の子どもたちに奨学

金を送っています。また、1992 年に朝日新聞に奨学金活動が取り上げられた折には、奨学金ドナー

が一挙に増えスタッフ一同嬉しい悲鳴を上げましたが、年々ドナーが減少し、下の表の示す通り、

2018 年はタイ、ラオス合わせて当時の 5分の 1以下になりました。 

 奨学金希望者は大勢いますが、全員に支給は難しく、貧困証明書をもらった者に支給しています。 

―チャンパー山の民奨学金― 

 当会はラオスにおいて、遠隔地に住む山岳民族の貧困家庭出身の女性・青少年に安心して職業訓練

を受けられる機会を与えたいと新しい奨学金を創設しました。食費や交通費を賄うための奨学金で

す。初級・中級コース 6か月間の授業料および宿泊費は無料です。 

 職業訓練実施期間（2ページ目下段記載参照）の訓練開始日にそれぞれ開講式が行われ、第 1期か

ら第 4 期までの 80 名の訓練生に奨学金が支給されます。 

 

奨学金 1口 6万円の内訳 

① 食費        45,000 円 （1 日 250 円×6 か月）   

② 交通費       10,000 円 （6 か月で 2回の往復バス代） 

③ 奨学金運営費     5,000 円 
 
 

奨学金募集の詳細につきましては最終ページに記載しております。すでにドナー登録をし

てくださっている方々に深く感謝申し上げます。その中には 1990 年よりドナーを継続してく

ださっている方もいらっしゃり頭が下がります。 

奨学金があれば学校へ通うことができ、あるいは職業訓練が受けられ、将来への希望が湧い

てきます。子どもたちや女性・青少年のためにこの事業は継続していく必要があります。 

ドナー登録していただいた方には、奨学生の手紙が現地より皆様のお手元に届きます。言語

は現地語と英語ですが、日本語希望の方には事務局で和訳します。 

皆様の温かいご支援で一人でも多くのラオスの子ども、青少年の未来を明るいものにして

いただけますようどうぞ宜しくお願いいたします。 

 

  ћќѝўџѠ    ѐёђѓє    ћќѝўџѠ    ѐёђѓє    ћќѝўџѠ    ѐёђѓє    ћќѝўџѠ    ѐёђѓє 
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 千客万来 

7/8～8/30 【ラオス国立大学インターン受入れ・2名(ラオス人)】 

8/9       【早稲田大学 二文字屋ゼミ スタディツアー・学生 6名、引率者 1名】 

8/19      【文京学院大学インターン受入れ・2名】 

9/17      【龍谷大学 神谷ゼミ スタディツアー・学生 24 名、引率者 1名】    

10/15      【富山県高岡万葉ロータリークラブ現地視察・8名】 

文京学院大学インターン生 

のシン（ラオスのスカート） 

縫製体験 於 OJT1 

高岡万葉ロータリークラブからの奨学金支給目録贈呈  於 NXT 訓

練センター 

 

奨学金生からのサンクスレター 

 

ドナーの方へ 

私の名前はカオ・ホンです。８歳です。ソンクラ県にある小学校の

2年生です。 

お父さんとお母さんは刑務所に入っています。そのため私はお隣り

の人と一緒に暮らしています。1日 10 バーツ（約 36 円）くれます。 

私には学校で勉強を続けるために奨学金が必要です。もし学校を卒

業することができたら、一生懸命働いてりっぱな人になります。 

終わりに、ドナーの方にお礼を言いたいと思います。ありがとうご

ざいました。 
 

●タイ・受刑者子弟からの手紙 

●ラオス・アッタプ－水害被災者からの手紙 

私はテーン・コーンパスゥードゥと言います。ナーサイトン職業訓

練センターで学ぶ私が奨学金を受け取ることができ、とても嬉しく

思います。日本のドナーの皆様と IV-JAPAN にお礼申し上げます。皆

様には感謝の言葉を伝えることしかできませんが、皆様のご健康と

ご多幸、そして皆様の益々のご発展をお祈り申し上げます。あらた

めて、ありがとうございます。 

※（被災状況）全ての家屋や家財、動物(家畜)、野菜にも影響を及

ぼし、全てが水の中に沈みました。私たち家族(夫と二人の子供)は

着の身着のまま屋根の上に逃げて何とか助かり、親戚の助けを待っ

て、避難所へと向かい、同年 10 月には自宅へ戻り、主人と子供らは

今そこで暮らしています。 
 

ラオスでは当会の職業訓練生に支給しています。                      
2018 年 7月 23 日 ラオス南部において大規模な水害が発生しました。被災者 65 万人、死者・行
方不明者 155 人、数か村が壊滅し、当会は緊急支援を実施しましたが、引き続き被災者の生活や子
どもたちの教育支援を行っています。皆様からのご寄付をいただいた現地奨学生からの手紙です。 

タイの奨学金は受刑者の子弟に支給するため、ピブン
福祉財団を通して渡します。 
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（次ページへ続く） 

‐

 

ラオ・ファッション・ウィーク ＆ ラオ・ヤング・デザイナーズ・プロジェクト 
 

ラオス女性の伝統民族衣装は「シン」と呼ばれる、絹や木綿でできた巻きスカートをウエストで止 

め、上着は無地のブラウスを身に着けます。結婚式やお寺参りや日常生活にも、女性はシンを愛用し、 

学校や公務員の制服としても身に着けます。こうして良い伝統が受け継がれているのは、喜ばしいと 

思っています。 

そのような中、6年前より西洋式の洋服の「ラオ・ファッション・ウイーク」（以下 LFW）を始めた 

パニー・サンヤボンという女性がいます。パニーさんが LFW を始めたのには、ラオスではファッショ 

ンやアパレル産業があまり育っていない中、ファッションやアパレルに関したビジネスを盛んにした 

いという、意図もあります。当会はラオスで縫製の職業訓練に携わっていますが、洋裁の材料もほと 

んどがタイ製や中国製で、ジッパー、ボタンや裏地にしても、ラオス製のものはありません。表地は 

素晴らしい手織りの布があるのですが、、、 

このファッションウイークは、二つのプロジェクトから成り立っていることが、特徴と言えます。 

一つは、「ラオスのファッション・デザイナーが国際的に活躍できる道筋を作ること」です。そして、

もう一つが「若いデザイナーを育成すること」です。今年は、9月 9日から 13 日まで 5 日間にわたっ 

て開催されて、ラオス人デザイナーをはじめフランス、ドイツ、インドネシア、日本、カンボジア、 

フィリピン、シンガポール、タイ、トルコ、ベトナム、全部で 11か国のデザイナーおよそ 50 人が招 

待され、ラオスでもっとも華やかな国際行事になりました。障害者もモデルとして出演し、レッドカ 

ーペットを誇らしげに歩きます。ショーのテーマであった「Fashion for All」が生きています。 

ファッションショーにはモデルが不可欠ですが、まだプロと呼べるようなモデルは少ないですので、 

毎年新人モデルの発掘もしています 

「ラオ・ヤング・デザイナーズ・プロジェクト」は、上位入賞者 5 名を海外のデザイン学校に全額 

無償で留学させるデザイナー育成事業です。新聞、SNS 等でプロジェクトを紹介すると、応募してく 

るのは、10 代のとても若い人たちです。ラオスにはファッション雑誌もなく、デザイン学校もありま 

せんが、みなさんとても上手に 10点ほどのデザイン画を描き、作品の布地の端切れを参考に添えて 

応募します。実行委員会は、ラオス全国から集まった作品の審査をしますが、応募作品は、外国雑誌 

からのコピーでないか、などのチェックをし、採点したうえで上位 10

人を選びます。私も誘われて第 1回から実行委員を引き受けています。

実行委員会はフランス大使をはじめ、ラオス・ジャーナリスト協会副会

長、ラオス国営ラジオ放送アナウンサー、ラオス人デザイナー、広告会

社デザイナーなど、ラオス人 4人、外国人 5 人で構成されています。 

書類審査が終わると、選ばれた上位 10 人を首都ビエンチャンに招聘

して、デザイン画についてのプレゼンテーションをしてもらいます。つ

づいて、共通の課題を与え、20 分で課題にあったデザインを即興で描い

てもらいます。課題は「ラオスの祭り」とか、いろいろですが、本人に

確かな実力があるかを見ます。こうして上位 5人が選ばれます。その中

で、1 位に輝くと、パリにある最も歴史あるファッション専門教育機関

で 6か月間学ぶことができます。ラオス・パリ間の航空券はフランス大

使館、授業料は学院が負担、6 か月間の生活費は、実行委員会が寄付金などを募って集めます。 

また、2位はシンガポール、3位から 5位は、ベトナム、フィリピン、タイにあるデザイン研究所

やデザイナー工房へ短期留学することができます。ただ海外経験が少ない人は心配な面があります。

ライフスタイルが違うので、これまで留学した中でも、お部屋や台所の使い方が汚いなどが原因で、

海外のホームスティ先から苦情が来て、来年は引き受けられないとか言われたこともあります。こう

いったことを改善するためにも、事前研修が必要ですし、フランス語や英語がよくできない青年が多 
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いので、留学前に語学を勉強してもらいます。滞在費を工面するのが大変ですが、留学先からラオ

スに戻ってデザイナーとして活躍しているのを見ると、とてもうれしいです。毎年 LFW でプロに混

ざって発表の機会が与えられているのも、プロになる登竜門の役割を果たしていると思います。私

は日本でファッションショーを見に行ったことがなかったのですが、華やかな舞台の裏で、様々な

ことが起きているのだと分かりました。 

 

 

認定・埼玉県指定 特定非営利活動法人 国際協力 NGO・IV-JAPAN 

当会へのご寄付は、寄付金控除の対象になります。 

(IV-JAPAN QR コード) 

タイ事務所 

Continental Mansion 34/7 Soi Lertpanya (Rajavithi9), 

  Rangnam, RajavithiBangkok 10400  Thailand 

 E-mail: valaikorn@hotmail.com 

ラオス事務所 
P.O Box7920 Vientaine, Lao PDR 
TEL/FAX : +856-21-316047 
E-mail: ivjapan.vte@gmail.com 
 

日本事務局 

〒330-0856 埼玉県さいたま市大宮区三橋 2-545-2-101 
TEL/FAX:048-622-8612 
E-mail: iv-japan@vanilla.ocn.ne.jp 
http://iv-japan.wix.com/iv-japan 
 

(アカウンタ―ビリティセルフチェックマーク) 

【 ドナー募集 】 

〇カノック奨学金、国際協力費・運営費、チャンパー山の民奨学金、各ドナーを随時募集してい

ます。 

①カノック奨学金ドナー    12,000 円以上  

②国際協力費・運営費ドナー 個人:3,000 円以上／団体・法人:10,000 円以上 

③チャンパー山の民奨学金   60,000 円以上 

〇申込方法 ※銀行振込の方は事務局までご住所等詳細をお知らせください。 

郵便振替 ：（口座番号） 00140-5-537168  （加入者名）IV-JAPAN  

銀行振込 ：埼玉りそな銀行浦和中央支店 普通預金 口座番号:5038052 

名義人：（特非）国際協力 NGO・IV－JAPAN 

【 チャンパー山の民奨学金 寄付者一覧 】 

真鍋佳絵（60,000 円）、高岡万葉ロータリークラブ（300,000 円）、山口正志（60,000 円） 

【 カノック奨学金 寄付者一覧 1 口 12,000 円】 

河島一郎（1口）、斎藤加代（3口） 

【 国際協力費・運営費 寄付者一覧 ※2,000 円未満は省略させて頂きます。】 

田中誠吾（3,000 円）、真鍋佳絵（3,000 円）、株式会社イヨベ工芸社（50,000 円）、 

安村美智子（3,000 円）、齋藤友美恵（3,000 円）、小林愛子（3,000 円）、池上洋子（3,000 円）、 

森田豊則（5,000 円）、上田義朗（3,000 円）、（有）イチカワ北海食品（10,000 円）、 

関矢綾子（3,000 円） 

5 月 16 日 田中兄一（5,000 円） 

※前号に掲載した田中兄一様の国際協力費・運営費寄付の寄付金額に誤りがありましたので、

この場で訂正いたします。大変申し訳ございませんでした。 

【寄付者一覧（2019 年 8 月 1 日～2019 年 11 月 30 日）※日付順・敬称略 
 

―お知らせ―  

NHK ラジオ 「マイあさ！」 冨永代表出演 
「アジア ナウ」のコーナーでラオスについて 2か月に 1度出演します。 

日 時：2020 年 2 月 5日（水） 午前 8時 6分から 

※番組ホームページでは聴き逃し配信を行っています。尚、3 ヶ月に 1 度の「深夜便」にも引き

続き出演しています。 


